
02 01 05 01 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）
予算
決算

人件費（A）
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B)

◇政策の指標

◇平成29年度の政策評価（政策の概要）

◇平成29年度の政策評価（政策の進捗・課題）

次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7 1

政策シート （政策名） 若者の自立を促す環境づくりの推進

平成30年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

001101000

（予算費目名） 次世代育成費

「分野」 子育て・教育

30年後の姿 地域の宝として愛情を注がれた子どもたちは、浜松に誇りを持ち、世界を舞台に活躍してい
る。

10年後の目標 子どもたちの成長を第一に考えた地域社会のサポートにより、仕事と子育てが両立でき
る環境が整っている。
すべての子どもたちは、互いの個性を認め合い、夢と希望を持って学び、生きる力を身に
付けている。

◆基本政策 子どもの育ちを支え、若者の自立を応援するまちづくり

若者を社会全体で健全に育成し、社会生活を送るうえで困難を感じることなく自立できるための環境を整える。

H27 H28 H29 H30
110 95 95 6,657
107 14 7

9,380 9,380 9,380 5,460

9,487 9,394 9,387 12,117

政策指標 単位
H36
目標値

年度 H27 H28 H29 H30

市民アンケート（子育て中の市民が「子育てが
しやすくなっている」と感じる割合（％）） ％ 50

目標 43.2 45 47 48
実績 43.2 39.7 51.6
目標
実績
目標
実績

若者を社会全体で健全に育成し、社会生活を送るうえで困難を感じることなく自立できるための環境を整える。

＜進捗＞ 計画通り
・指標については目標を上回った。
・子ども・子育て支援新制度が３年目を迎え、徐々に定着してきたことや、保育所等を整備したことにより待機児
童対策が進んだことが主な要因と考える。



02 01 05 01 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800

平成30年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）
001101000 次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7 1

事業名
総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工
報酬
（千円）

正規
再任用
(31h)

再任用
(26h) 非常勤

1
子ども・若者支援プラン推進事

業
○ ○ 12,117 6,657 0.7 0.2

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

0.2計 12,117 6,657 0.7



02 01 05 01 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

1001101000 次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7

事業シート （事業名） 子ども・若者支援プラン推進事業

平成30年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

平成27年度から施行した子ども・子育て支援新制度をはじめ、ひとり親家庭等の自立促進や若者支援などの施
策・事業の円滑な推進を図る。

平成27年度より施行した子ども・若者支援プランの進捗管理や見直しを行う。
【推進体制】
浜松市子ども・子育て支援推進会議、浜松市社会福祉審議会児童福祉専門分科会において子ども・若者支援プ
ランの推進について協議するとともに、総合的な施策展開の検討・調整を行う。
【点検・評価】
年度毎の事業の実施状況や費用の使途実績等について点検・評価を行い、公表する。
【ニーズ調査】
現行プランが、平成31年度末で終期を迎えることから、平成32年度から５か年の次期プラン策定のためのニーズ
調査を実施する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

H27 H31 一般会計 自治事務（その他） 子ども・子育て支援法ほか ○ － ○

H27 H28 H29 H30

事業費(千円) 予算 110 95 95 6,657
決算 107 14 7
国・県支出
市債
その他
一般財源 107 14 7 6,657

一般会計繰入金
人件費(報酬等) (千円)
人件費　(千円) 9,380 9,380 9,380 5,460

人工

正規 1.1 1.1 1.1 0.7
再任用(h31)

総合戦略施策体系 重点戦略項目No

再任用(h26)

H29 H30 H31 H36

非常勤 0.6 0.6 0.6 0.2

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

45 47 48

市民アンケート（子育て中の市民が「子育てがしやすくなっていると感じる」割合（％） Ⅱ-1(3)ウ
年度 H27 H28

50
実績値 43.2 39.7 51.6
目標値 43.2

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値



02 01 05 01 年 月 日

◇平成29年度の事業評価

・平成29年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

平成30年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）
001101000 次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7 1

平成27年度より施行した子ども・若者支援プランの進捗管理や見直しを行った。
【推進体制】
浜松市子ども・子育て支援推進会議、浜松市社会福祉審議会児童福祉専門分科会において子ども・若者支援プ
ランの推進について協議するとともに、総合的な施策展開の検討・調整を行った。
【点検・評価】
年度毎の事業の実施状況や費用の使途実績等について点検・評価を行い、公表した。

指標の達成度

計画通り

・指標については目標目標を上回っている状況である。
・子ども・子育て支援新制度が３年目を迎え、徐々に定着してきたことや、保育所等を整備したことにより待機児
童対策が進んだことが主な要因と考える。

大項目 現状 小項目 - - 事業費 現状 人工 現状

・計画の点検・評価や見直しは、国の指針等に基づき実施した。

大項目 現状 小項目 - - 事業費 現状 人工 現状

・今後も国の指針等に基づき、点検・評価や必要な見直しを実施していく。
・次期プラン策定のため、ニーズ調査を実施する。



02 01 05 02 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）
予算
決算

人件費（A）
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B)

◇政策の指標

◇平成29年度の政策評価（政策の概要）

◇平成29年度の政策評価（政策の進捗・課題）

次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7 1

政策シート （政策名） 若者の自立を促す環境づくりの推進

平成30年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

001101000

（予算費目名） 青少年活動費

「分野」 子育て・教育

30年後の姿 地域の宝として愛情を注がれた子どもたちは、浜松に誇りを持ち、世界を舞台に活躍してい
る。

10年後の目標 子どもたちの成長を第一に考えた地域社会のサポートにより、仕事と子育てが両立でき
る環境が整っている。
すべての子どもたちは、互いの個性を認め合い、夢と希望を持って学び、生きる力を身に
付けている。

◆基本政策 子どもの育ちを支え、若者の自立を応援するまちづくり

若者を社会全体で健全に育成し、社会生活を送るうえで困難を感じることなく自立できるための環境を整える。

H27 H28 H29 H30
95,336 83,686 80,215 91,782
92,751 81,347 79,025
49,000 52,500 52,500 52,360

777
141,751 133,847 131,525 144,919

政策指標 単位
H36
目標値

年度 H27 H28 H29 H30

若者相談支援窓口「わかば」相談件数

（件）
件 500

目標 350 385 420 450
実績 372 343 322

青少年の家利用人数（人） 人 49,500
目標 49,150 49,250 49,350 49,450
実績 47,084 47,636 44,705
目標
実績

若者を社会全体で健全に育成し、社会生活を送るうえで困難を感じることなく自立できるための環境を整える。

＜進捗＞ 計画通り
・「わかば」の相談件数は目標に達していない。青少年の家利用人数も、目標に達していないが対前年比では増
となっており、今後、さらに増となるよう取り組みを進める。



02 01 05 02 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800

平成30年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）
001101000 次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7 1

事業名
総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工
報酬
（千円）

正規
再任用
(31h)

再任用
(26h) 非常勤

1
いじめ問題対策連絡協議会事

業
2,960 83 0.3 777

2
青少年団体等活動助成事業

（補助金）
6,260 5,000 0.1 0.2

3 青少年の家管理運営事業 54,362 52,962 0.2

4
天竜自然体験センター運営・

整備事業
11,386 10,686 0.1

5 青少年育成センター事業 29,362 5,562 2.6 2.0

6 青少年健全育成事業 ○ 25,472 14,972 1.5

7 青少年支援体験活動事業 ○ 2,557 1,857 0.1

8 子ども・若者サポート事業 ○○ 12,560 660 1.3 1.0

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

3.2 777計 144,919 91,782 6.2



02 01 05 02 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

1001101000 次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7

事業シート （事業名） いじめ問題対策連絡協議会事業

平成30年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

いじめ防止のための調査研究や情報交換を行う。

いじめ防止等に関係する機関及び諸団体の連携を図り、いじめ防止等に必要な事項等の意見聴取をする浜松
市いじめ問題対策連絡協議会を開催する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

H26 － 一般会計 自治事務（その他） いじめ防止対策推進法 － － －

H27 H28 H29 H30

事業費(千円) 予算 84 83 83 83
決算 37 66 82
国・県支出
市債
その他
一般財源 37 66 82 83

一般会計繰入金
人件費(報酬等) (千円) 777
人件費　(千円) 1,400 1,400 1,400 2,100

人工

正規 0.2 0.2 0.2 0.3
再任用(h31)

総合戦略施策体系 重点戦略項目No

再任用(h26)

H29 H30 H31 H36

非常勤

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

2 2 2

浜松市いじめ問題対策連絡協議会の開催回数 -
年度 H27 H28

2
実績値 2 2 2
目標値 2

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値



02 01 05 02 年 月 日

◇平成29年度の事業評価

・平成29年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

平成30年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）
001101000 次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7 1

いじめ防止等に関係する機関及び諸団体の連携を図り、いじめ防止等に必要な事項等の意見聴取をする浜松
市いじめ問題対策連絡協議会を開催した。

指標の達成度

計画通り

【課題】

　・　継続的、定期的な協議会の開催

　・　議題、協議テーマの選定

【対応】

　・　関係機関、関係団体と連携を密にし、議題、テーマの候補を幅広く検討する

大項目 現状 小項目 - - 事業費 現状 人工 現状

・学校、教育委員会、法務局、警察、民生委員や学識経験者等から構成される協議会において、いじめの防止等に関

する意見交換や連携が図られた。

大項目 現状 小項目 - - 事業費 現状 人工 現状

・ 先進都市の状況等を参考に会議をより充実していく。



02 01 05 02 02 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

1001101000 次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7

事業シート （事業名） 青少年団体等活動助成事業（補助金）

平成30年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

地域社会において、青少年の健全育成や豊かな人間形成に努める青少年団体等の活動を支援する。

以下のような事業を通して、青少年の健全育成や豊かな人間形成を図る団体等に補助金を交付して活動を支援
する。
①各種スポーツ・レクリエーション大会に関する事業
②各種スポーツ教室の開催に関する事業
③講演会、研修会等の開催に関する事業
④季節行事、文化、芸術活動に関する事業
⑤農業体験等に関する事業
⑥野外活動に関する事業
⑦会員数の増加に関する事業
⑧青少年リーダーや青少年指導者の養成に関する事業

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

H25 － 一般会計 自治事務（その他） － － － －

H27 H28 H29 H30

事業費(千円) 予算 5,000 5,000 5,000 5,000
決算 5,000 5,000 5,000
国・県支出
市債
その他
一般財源 5,000 5,000 5,000 5,000

一般会計繰入金
人件費(報酬等) (千円)
人件費　(千円) 700 1,400 1,400 1,260

人工

正規 0.1 0.2 0.2 0.1
再任用(h31)

総合戦略施策体系 重点戦略項目No

再任用(h26)

H29 H30 H31 H36

非常勤 0.2

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

860 860 860

ﾎﾞｰｲ・ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ加入者数（人） -
年度 H27 H28

860
実績値 786 747 748
目標値 860

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No
子ども会連合会への加入者数（人） -

H36
目標値 27,600 27,600 27,600 27,600 27,600
年度 H27

実績値 26,101 25,125 24,906

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値



02 01 05 02 年 月 日

◇平成29年度の事業評価

・平成29年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

平成30年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）
001101000 次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7 1

以下のような事業を通して、青少年の健全育成や豊かな人間形成を図る団体等に補助金を交付して活動を支援
した。
①各種スポーツ・レクリエーション大会に関する事業
②各種スポーツ教室の開催に関する事業
③講演会、研修会等の開催に関する事業
④季節行事、文化、芸術活動に関する事業
⑤農業体験等に関する事業
⑥野外活動に関する事業
⑦会員数の増加に関する事業
⑧青少年リーダーや青少年指導者の養成に関する事業

指標の達成度

計画通り

青少年の健全育成を実現するために大切な、家庭教育、学校教育と並ぶ社会教育の場として、その活動を重要
視しているが、少子化の進行や子どもの余暇の過ごし方の多様化に伴い、加入者数の減少幅を縮小させること
に苦心した。

大項目 現状 小項目 - - 事業費 現状 人工 現状

青少年の健全育成を実現するために大切な、家庭教育、学校教育と並ぶ社会教育の場として、その活動を重要
視しているが、少子化の進行や子どもの余暇の過ごし方の多様化に伴い、加入者数の減少幅を縮小させること
に苦心した。

大項目 現状 小項目 - - 事業費 現状 人工 現状

次代を担う青少年の健全育成は非常に重要なことであり、今後も活動への支援を継続していく。



02 01 05 02 03 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

1001101000 次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7

事業シート （事業名） 青少年の家管理運営事業

平成30年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

創造的な体験や交流活動の場を提供し、次代の社会を担う青少年の健全な育成を図る。

【青少年の家が行う主催事業】
①　自然体験活動を通じた育成事業（身近な自然を活用した実際体験による育成）
②　社会体験活動を通じた育成事業（ボランティア団体・企業等と連携した社会体験による育成）
③　文化・創造体験活動を通じた育成事業
④　リーダー養成講座（青少年時におけるリーダー資質の養成）
⑤　指導者養成事業（次世代の健全育成活動を行っている指導者を対象にした養成）
⑥　手と心をつなぐ支援事業（障がい児者等を対象にした支援事業）
⑦　文化祭事業（青少年の家まつり等）

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

S47 － 一般会計 自治事務（その他）
浜松市立青少年の家条例・施

行規則
－ － －

H27 H28 H29 H30

事業費(千円) 予算 42,266 41,975 41,975 52,962
決算 42,105 41,852 41,876
国・県支出
市債
その他 573 578 601 1,000
一般財源 41,532 41,274 41,275 51,962

一般会計繰入金
人件費(報酬等) (千円)
人件費　(千円) 1,400 1,400 1,400 1,400

人工

正規 0.2 0.2 0.2 0.2
再任用(h31)

総合戦略施策体系 重点戦略項目No

再任用(h26)

H29 H30 H31 H36

非常勤

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

49,250 49,350 49,450

青少年の家利用人数（人） -
年度 H27 H28

49,500
実績値 47,084 47,636 44,705
目標値 49,150

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値



02 01 05 02 年 月 日

◇平成29年度の事業評価

・平成29年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

平成30年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）
001101000 次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7 1

【青少年の家が行った主催事業】
①　自然体験活動を通じた育成事業（身近な自然を活用した実際体験による育成）
②　社会体験活動を通じた育成事業（ボランティア団体・企業等と連携した社会体験による育成）
③　文化・創造体験活動を通じた育成事業
④　リーダー養成講座（青少年時におけるリーダー資質の養成）
⑤　指導者養成事業（次世代の健全育成活動を行っている指導者を対象にした養成）
⑥　手と心をつなぐ支援事業（障がい児者等を対象にした支援事業）
⑦　文化祭事業（青少年の家まつり等）

指標の達成度

遅れている

一団体あたりの利用人数が減少傾向にあり利用者数全体が減となったが、利用団体数に大きな変動はなく、施
設利用頻度（稼働率）という点では一定の水準を維持している。日帰り利用が減少したものの宿泊利用が堅調
で、利用料金収入においてはほぼ前年同等であった。日帰り利用者を伸ばして、利用者数の目標達成につなげ
たい。

大項目 改善 小項目 業務改善 情報発信 事業費 現状 人工 現状

利用者数は前年に及ばず、目標にも届かなかったものの、他施設とのコラボレーション企画や積極的な情報発信
により、利用者の確保に努めた。

大項目 改善 小項目 委託・指定管理 統合・再構築 事業費 現状 人工 現状

主な利用者の年齢が異なる施設間における利用者交流や利用者そのものの拡大、施設ボランティアの相互活用
など管理運営上の相乗効果を期待し、当該施設と当課所管「浜松こども館」を一体的な指定管理とする方針で、
次期指定管理者の選定を行う。



02 01 05 02 04 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

1001101000 次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7

事業シート （事業名） 天竜自然体験センター運営・整備事業

平成30年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

船明ダム湖と周辺の森林を活用し、児童及び生徒の宿泊訓練並びに各種団体等の研修を通して青少年の健全
な育成及び生涯学習の推進を図る。

学校等が当施設を利用して行う、主な活動内容は下記のとおり
・学校の宿泊訓練
・自然体験活動
・ボート大会
・部活動の合宿
・会社及び各種団体等の研修

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

H2 － 一般会計 自治事務（その他）
浜松市立天竜自然体験セン
ター条例・施行規則

－ － －

H27 H28 H29 H30

事業費(千円) 予算 24,281 13,174 9,824 10,686
決算 23,217 12,166 9,688
国・県支出
市債
その他 1
一般財源 23,216 12,166 9,688 10,686

一般会計繰入金
人件費(報酬等) (千円)
人件費　(千円) 700 700 700 700

人工

正規 0.1 0.1 0.1 0.1
再任用(h31)

総合戦略施策体系 重点戦略項目No

再任用(h26)

H29 H30 H31 H36

非常勤

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

6,000 6,000 6,000

施設利用者数（人） -
年度 H27 H28

7,500
実績値 3,218 2,921 3,013
目標値 6,000

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値



02 01 05 02 年 月 日

◇平成29年度の事業評価

・平成29年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

平成30年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）
001101000 次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7 1

学校等が当施設を利用して行う、主な活動内容は下記のとおり
・学校の宿泊訓練
・自然体験活動
・ボート大会
・部活動の合宿
・会社及び各種団体等の研修

指標の達成度

遅れている

利用者数の目標には及ばなかったものの、船明ダム湖と周辺の森林の環境を活用し、児童・生徒の宿泊訓練や
各種団体等の研修を通して青少年の健全な育成及び生涯学習の推進に寄与した。

大項目 改善 小項目 委託・指定管理 事業費 現状 人工 現状

長年清掃されていなかった煙突内の清掃を行った。

大項目 改善 小項目 条例・要綱等 事業費 縮小 人工 縮小

・周辺施設との一体管理により施設の効用を高め、利用者数の増を図る。



02 01 05 02 05 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

1001101000 次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7

事業シート （事業名） 青少年育成センター事業

平成30年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

青少年の非行防止と健全育成を図るため、関係行政機関や団体、ボランティア等が相互に連携し、補導活動や
声掛けおよび環境浄化活動を効果的に推進する。

【街頭補導活動・特別補導】
　毎月の補導計画による定期的な巡回や夏季・冬季県内一斉補導および浜松まつりへの祭典補導を行う。
【店舗等との情報交換】
　大規模店舗やコンビニエンスストアなどの保安担当者と連携し情報交換を行う。
【社会環境の浄化活動】
　立ち入り調査員を委嘱し、図書自動販売機・有害物件等の監視活動を行う。
【補導研修】
　健全育成会やＰＴＡなどを対象に、青少年を取り巻くさまざまな問題を取り上げて研修会を開催する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

S36 － 一般会計 自治事務（その他） － － －

H27 H28 H29 H30

事業費(千円) 予算 5,925 5,818 5,780 5,562
決算 5,322 5,213 5,291
国・県支出
市債
その他
一般財源 5,322 5,213 5,291 5,562

一般会計繰入金
人件費(報酬等) (千円)
人件費　(千円) 24,500 24,500 24,500 23,800

人工

正規 2.7 2.7 2.7 2.6
再任用(h31)

総合戦略施策体系 重点戦略項目No

再任用(h26)

H29 H30 H31 H36

非常勤 2.0 2.0 2.0 2.0

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

2,750 2,800 2,800

声掛け人数(人） -
年度 H27 H28

2,500
実績値 2,814 2,938 1,901
目標値 2,300

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値



02 01 05 02 年 月 日

◇平成29年度の事業評価

・平成29年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

平成30年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）
001101000 次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7 1

【街頭補導活動・特別補導】
　毎月の補導計画による定期的な巡回や夏季・冬季県内一斉補導および浜松まつりへの祭典補導を行った。
【店舗等との情報交換】
　大規模店舗やコンビニエンスストアなどの保安担当者と連携し情報交換を行った。
【社会環境の浄化活動】
　立ち入り調査員を委嘱し、図書自動販売機・有害物件等の監視活動を行った。
【補導研修】
　健全育成会やＰＴＡなどを対象に、青少年を取り巻くさまざまな問題を取り上げて研修会を開催した。

指標の達成度

遅れている

・ 補導活動のコース指定については、ベテラン指導員と新任指導員の混成班編成により、新任指導員の声掛け
意識の向上が見受けられた。
・ 活動に際して、年齢や指導員の体調の把握に努め、無理のないコースを指定し実施することができた。
・補導活動の際、声かけの対象となる児童・生徒が減少しているように見える。指導員の目の届かない場所で、
不適切な行いがなされている可能性も否定できず、懸念される。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状

・ 育成指導員の言葉使いや態度に対して、苦情もなく活動できた。

・ 社会環境の実態調査では、県内一斉少年補導で学校と協力して行った中学校区も数多くあり、地域での実態
把握に努めることができた。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状

・ 合同補導に取り組むブロックが増えたことから、今後はその内容の充実を図る必要がある。

・ 祭典補導は警察関係者と連絡を密にとり、補導実施時間を調整する必要がある。



02 01 05 02 06 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

1001101000 次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7

事業シート （事業名） 青少年健全育成事業

平成30年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

青少年の健全育成を目指し、学校、家庭、地域など子どもを取り巻くあらゆる立場の人の連携をとり、地域社会
の環境浄化と教育力の向上に努める。

【４８地域（中学校区）青少年健全育成事業】
1．地域の青少年が、地域の大人とふれあう活動の充実
2． あいさつ、声掛け（補導）活動の推進
3． 地域の青少年を取り巻く良好な環境づくり
【青少年健全育成会連絡協議会】
　各地域の青少年健全育成会の代表による連絡協議会を組織し、情報交換、事例研修などを行う。
【青少年の表彰】
　社会のために地道に努力している青少年、青少年団体の諸活動を賞賛・奨励する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

H3 － 一般会計 事務区分（その他） － － ○

H27 H28 H29 H30

事業費(千円) 予算 14,993 14,954 14,972 14,972
決算 14,907 14,860 14,905
国・県支出
市債
その他
一般財源 14,907 14,860 14,905 14,972

一般会計繰入金
人件費(報酬等) (千円)
人件費　(千円) 11,200 11,200 10,500 10,500

人工

正規 1.6 1.6 1.5 1.5
再任用(h31)

総合戦略施策体系 重点戦略項目No

再任用(h26)

H29 H30 H31 H36

非常勤

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

7,700 9,400 8,500

「ひとりひとりにいい声掛けデー」への参加者数（人） -
年度 H27 H28

6,600
実績値 7,673 9,283 8,170
目標値 6,000

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値



02 01 05 02 年 月 日

◇平成29年度の事業評価

・平成29年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

平成30年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）
001101000 次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7 1

【４８地域（中学校区）青少年健全育成事業】
1．地域の青少年が、地域の大人とふれあう活動の充実
2． あいさつ、声掛け（補導）活動の推進
3． 地域の青少年を取り巻く良好な環境づくり
【青少年健全育成会連絡協議会】
　各地域の青少年健全育成会の代表による連絡協議会を組織し、情報交換、事例研修などを行った。
【青少年の表彰】
　社会のために地道に努力している青少年、青少年団体の諸活動を賞賛・奨励した。

指標の達成度

計画通り

【成果】
　・ 育成会長や事務局と情報交換を行ったり、各育成会が抱えている課題を把握したりすることができた。

　・ 「ひとりひとりにいい声掛けデー」の参加については、天候不順等により指標としての目標は達成できなかっ

たが、10年目の事業として市民に定着し浸透してきた。
　・研修会では、地域主体の先進的な活動実践を紹介していただき、参加者からは好評を得た。
【課題】
　・ 活動の通例化、各育成会間の温度差がみられる。

　・ 地域の人材が活動計画の作成段階から主体的に関わって事業をすすめていく仕組みづくりを構築する必要
がある。

大項目 改善 小項目 業務改善 事業費 現状 人工 現状

・ 各育成会の活動に対し、育成会長や事務局担当者による自己評価を実施し、より良い活動とするための検討
のきっかけができた。

大項目 改善 小項目 業務改善 事業費 現状 人工 現状

・ 青少年健全育成事業が本市の実情に合った地域主体の活動となるよう、他都市の先進事例などを参考に仕
組みづくりについて検討する。
・自己評価の結果を参考に、各育成会に活動のさらなる活性化を働きかける。



02 01 05 02 07 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

1001101000 次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7

事業シート （事業名） 青少年支援体験活動事業

平成30年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

問題を抱える青少年の立ち直り支援のため、体験活動コーディネーターを配置し、地域企業・事業所、ボランティ
ア団体等の協力を得て、職業体験活動やボランティア活動を実施する。

１　体験活動コーディネーターの配置
体験活動支援のため、活動希望者、保護者、学校関係者との相談活動をはじめ、支援計画の立案、受け入れ企
業の発掘を実施。

２　関係機関との連携および広報活動の充実
民児協、保護司会、校長会、若者サポートネット構成機関などの会合に参加し、事業説明・協力要請をする。ま
た、通信制高校、定時制高校などへの事業説明を行う。

３　青少年理解研修会の企画
現在の青少年が抱える問題等を理解し、支援を充実させるため、研修する場を設ける。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

H21 － 一般会計 自治事務（その他） － － ○

H27 H28 H29 H30

事業費(千円) 予算 1,927 1,892 1,892 1,857
決算 1,807 1,758 1,711
国・県支出
市債
その他
一般財源 1,807 1,758 1,711 1,857

一般会計繰入金
人件費(報酬等) (千円)
人件費　(千円) 1,400 1,400 1,400 700

人工

正規 0.2 0.2 0.2 0.1
再任用(h31)

総合戦略施策体系 重点戦略項目No

再任用(h26)

H29 H30 H31 H36

非常勤

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

20 20 20

支援体験活動相談件数（件） -
年度 H27 H28

24
実績値 17 20 30
目標値 20

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値



02 01 05 02 年 月 日

◇平成29年度の事業評価

・平成29年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

平成30年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）
001101000 次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7 1

１　体験活動コーディネーターの配置
体験活動支援のため、活動希望者、保護者、学校関係者との相談活動をはじめ、支援計画の立案、受け入れ企
業の発掘を実施した。

２　関係機関との連携および広報活動の充実
民児協、保護司会、校長会、若者サポートネット構成機関などの会合に参加し、事業説明・協力要請をする。ま
た、通信制高校、定時制高校などへの事業説明を行った。

３　青少年理解研修会の企画
現在の青少年が抱える問題等を理解し、支援を充実させるため、研修する場を設けた。

指標の達成度

進んでいる

 ・ 校長会での事業説明とコーディネーターの学校訪問に加え、中学校生徒指導部会等で事業説明をするなどの
幅広い告知により各学校に浸透し、相談件数は目標値を上回った。
 ・ ２人のコーディネーターが手分けをして効率よく調整をすすめたため、前年より大幅に体験者が増加した。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状

・ 非行傾向や不登校ぎみな青少年の立ち直りのきっかけとなった。

・ コーディネーターが全中学校を訪問し、事業の周知に努めた。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状

・引き続き、中学校訪問により事業の周知に努めるとともに、 新規受入可能事業所の開拓を積極的に行う。



02 01 05 02 08 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

1001101000 次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7

事業シート （事業名） 子ども・若者サポート事業

平成30年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

子ども・若者育成支援推進法に基づき、社会生活を円滑に営む上で困難を有する若者を、庁内外の関係機関・
団体が連携しながら総合的に支援する。

【重点戦略項目No.30】
１　若者支援地域協議会（若者サポートネット）の開催
　・　庁内外の関係機関を集め定期的に開催（代表者会議　年１回、実務者会議　年３回）
　・　個別ケース検討会の実施
２　支援者支援事業の実施
　　若者支援スーパーバイズチームによる、相談員や支援員の研修事業を開催する。
３　若者相談支援窓口「わかば」の開設
　　社会生活を円滑に営む上で困難を有する概ね15歳から39歳までの若者とその家族の相談に応じ、困りごとを
解消するための支援につなげる。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

H23 － 一般会計 自治事務（その他） 子ども・若者育成支援推進法 － ○ ○

H27 H28 H29 H30

事業費(千円) 予算 860 790 689 660
決算 356 432 472
国・県支出
市債
その他
一般財源 356 432 472 660

一般会計繰入金
人件費(報酬等) (千円)
人件費　(千円) 7,700 10,500 11,200 11,900

人工

正規 1.1 1.1 1.2 1.3
再任用(h31)

総合戦略施策体系 重点戦略項目No

再任用(h26)

H29 H30 H31 H36

非常勤 1.0 1.0 1.0

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

385 420 450

若者相談支援窓口「わかば」相談件数（件） - 30
年度 H27 H28

500
実績値 372 343 322
目標値 350

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値



02 01 05 02 年 月 日

◇平成29年度の事業評価

・平成29年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

平成30年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）
001101000 次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7 1

【重点戦略項目No.30】
１　若者支援地域協議会（若者サポートネット）の開催
　　庁内外の関係機関を集め定期的に開催（代表者会議　年１回、実務者会議　年2回）
２　支援者支援事業の実施
　　若者支援スーパーバイズチームによる、相談員や支援員の研修事業を開催した。
３　若者相談支援窓口「わかば」の開設
　　社会生活を円滑に営む上で困難を有する概ね15歳から39歳までの若者とその家族の相談に応じ、困りごとを
解消するための支援につなげた。

指標の達成度

遅れている

【成果】
　・　代表者会議、実務者会議で各機関が持っている情報を共有することができた。また、切れ目のない支援や連
携について意見交換をすることができた。
　・　フォローアップ研修会アンケート結果から、参加者の約９割が今後の業務に生かせるという回答を得た。
・　相談者からは、「支援機関や制度などの情報が得られて安心した」「話を聞いてもらうことで問題が整理でき
た」などの感想をいただいた。
【課題】
　・　支援者支援事業でスーパーバイザーが十分に活用できていない。
　・　相談件数が多ければよいわけではないが、相談内容が複雑化することで1件当たりの相談に要する時間が
長くなり、相対的に相談件数が伸び悩む傾向がある。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状

・ 社会生活を円滑に営む上で困難を有する若者を庁内外の関係機関、団体が連携しながら総合的に支援した。

・ 浜松市公式フェイスブック、ツイッターを活用した情報発信を行った。

大項目 改善 小項目 その他 事業費 拡大 人工 縮小

 ・ 平成31年度以降のスーパーバイザーの選定を行う。
 ・ 「浜松市子ども・若者支援プラン」の次期計画策定にあたり、「困難を抱えた若者支援」に係るニーズ調査を行
う。



02 01 05 02 08 年 月 日

◇事業工程表（No.：重点戦略項目No）

平成30年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）
001101000 次世代育成課 小田切　峰二 平成

【対象者】　「子どもの将
来が不安」「働く自信が
ない」などの悩みをもつ
15歳から39歳までの若
者とその家族
【実　施 】　電話相談・面
談相談
【内　容 】  相談者の悩
みを明確にし、適切な支
援機関へつなげる

【対象者】　「子どもの将
来が不安」「働く自信が
ない」などの悩みをもつ
15歳から39歳までの若
者とその家族
【実　施 】　電話相談・面
談相談
【内　容 】  相談者の悩
みを明確にし、適切な支
援機関へつなげる

30 7 1

補助シート （事業名）子ども・若者サポート事業

No. H27 H28 H29 H30

30

【対象者】　「子どもの将
来が不安」「働く自信が
ない」などの悩みをもつ
15歳から39歳までの若
者とその家族
【実　施 】　電話相談・面
談相談
【内　容 】  相談者の悩
みを明確にし、適切な支
援機関へつなげる

【対象者】　「子どもの将
来が不安」「働く自信が
ない」などの悩みをもつ
15歳から39歳までの若
者とその家族
【実　施 】　電話相談・面
談相談
【内　容 】  相談者の悩
みを明確にし、適切な支
援機関へつなげる



02 01 05 03 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）
予算
決算

人件費（A）
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B)

◇政策の指標

◇平成29年度の政策評価（政策の概要）

◇平成29年度の政策評価（政策の進捗・課題）

次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7 1

政策シート （政策名） 若者の自立を促す環境づくりの推進

平成30年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

001101000

（予算費目名） 私立学校教育振興費

「分野」 子育て・教育

30年後の姿 地域の宝として愛情を注がれた子どもたちは、浜松に誇りを持ち、世界を舞台に活躍してい
る。

10年後の目標 子どもたちの成長を第一に考えた地域社会のサポートにより、仕事と子育てが両立でき
る環境が整っている。
すべての子どもたちは、互いの個性を認め合い、夢と希望を持って学び、生きる力を身に
付けている。

◆基本政策 子どもの育ちを支え、若者の自立を応援するまちづくり

全ての若者を社会全体で健全に育成し、社会生活を送るうえで困難を感じることなく自立できるための環境を整
える。

H27 H28 H29 H30
14,249 14,249 14,327 14,214
14,115 14,249 14,138

700 700 700 560

14,815 14,949 14,838 14,774

政策指標 単位
H36
目標値

年度 H27 H28 H29 H30

補助対象となる学校法人への補助執行率

（％）
％ 100

目標 100 100 100 100
実績 100 100 100
目標
実績
目標
実績

若者を社会全体で健全に育成し、社会生活を送るうえで困難を感じることなく自立できるための環境を整える。

＜進捗＞ 計画通り

補助対象となる学校法人（10法人）のすべてに補助金を交付し、政策の目的を達成した。



02 01 05 03 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800

平成30年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）
001101000 次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7 1

事業名
総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工
報酬
（千円）

正規
再任用
(31h)

再任用
(26h) 非常勤

1
私立学校教育振興助成事業

（補助金）
14,774 14,214 0.2

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

0.2計 14,774 14,214



02 01 05 03 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇事業の指標（H30：重点戦略最終年度、H31：総合戦略最終年度、H36：基本計画最終年度）

1001101000 次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7

事業シート （事業名） 私立学校教育振興助成事業（補助金）

平成30年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）

私立学校の教育振興を図る。

【私立学校教育振興事業費補助金】
市内から通学する生徒の教育環境の向上を図るため、市内の私立中学校・高等学校を設置する学校法人が行う
教育施設の改善や教材・教具の充実等に充てる事業に要する費用の一部を補助する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

S55 － 一般会計 自治事務（その他） 浜松市学校法人助成条例 － － －

H27 H28 H29 H30

事業費(千円) 予算 14,249 14,249 14,327 14,214
決算 14,115 14,249 14,138
国・県支出
市債
その他
一般財源 14,115 14,249 14,138 14,214

一般会計繰入金
人件費(報酬等) (千円)
人件費　(千円) 700 700 700 560

人工

正規 0.1 0.1 0.1
再任用(h31)

総合戦略施策体系 重点戦略項目No

再任用(h26)

H29 H30 H31 H36

非常勤 0.2

主な事業活動・事業成果　指標（単位）

100 100 100

補助対象となる学校法人への補助執行率（％） -
年度 H27 H28

100
実績値 100 100 100
目標値 100

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値

H28 H29 H30 H31

主な事業活動・事業成果　指標（単位） 総合戦略施策体系 重点戦略項目No

H36
目標値

年度 H27

実績値



02 01 05 03 年 月 日

◇平成29年度の事業評価

・平成29年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

平成30年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （作成日）
001101000 次世代育成課 小田切　峰二 平成 30 7 1

【私立学校教育振興事業費補助金】
市内から通学する生徒の教育環境の向上を図るため、市内の私立中学校・高等学校を設置する学校法人が行う
教育施設の改善や教材・教具の充実等に充てる事業に要する費用の一部を補助した。

指標の達成度

計画通り

補助対象となる学校法人のすべてからの交付申請に対して補助を行い、教育の質の向上が図られた。

大項目 改善 小項目 条例・要綱等 - 事業費 現状 人工 現状

・市内の私立中学校・高等学校を設置する学校法人の教育振興を図り、教育環境の向上を実現するために必要
な予算を執行した。
・補助金交付要綱の改正を行い、補助対象事業を見直した。

大項目 現状 小項目 - - 事業費 現状 人工 現状

・改正後の要綱に基づき、引き続き、市内の私立中学校・高等学校を設置する学校法人の教育振興を図り、教育
環境の向上を実現するため、事業を継続する。


